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本文では，以前観察したものを含め，ハナカ ミキリ 曲: 
科2沌と，フ トカミキリ 职科3補の幼虫およ び Wl の形態 
と，生態の一部を記録する。 了ラスハナカ i キ 9 Sacha- 
linobia kollzei HEYDEN は，従来本州では少ない稀で， 
ここ数年，奥日光，记士山で多く採银されるようになっ 
た。幼生期は Rhagium に似ているのではないかと考え 
られていた補である。ヌ バタ マハナカ ミキリ Judolidia 

bangi (PIC) は，樹林带の日陰を低く飛ぶ成虫が観察さ 
れ，幼生期は，あるいは土中の腐朽材などで過すのでは 
ないかと思われていた稀である。ヨツポシシロオビゴマ 
フカミキリ Mesosa mediofasciata BREUNING (i, 113 
fg 山のモミより散発的に採粜され，近年岡山のァカマツ 
林内で，かなりまとまって採集された例のある植である。 
キリシマゴマフカミキリ Mesosa cribrata kirishwiana 
Matsushita は，原®種の，フタスジゴマフカミキリ 
M. cribrata がクルミ 村などの闊葉樹に寄生するのに反 
し，本 1 1 巨補は，ァカマツ，クロマツを Host としている 
点興味がある。足立一夫氏の御厚意で，対馬産の本補の 
観察をすることができた。ェゾトゲムネカミキリ Oplo- 
sia jcnnica suvorovi PIC の ft 樹については，最近染 
正敏氏の報告がある。幼虫の形態は特異的である。材料 
の提供を賜った，足立一夫氏，およびァラメハナに関 
し，惜報を賜った，鈴木和利氏に感謝する。 

1. アラメハナカミキリ 

Sachalinobia koltzei Heyden 

(幼虫の形態） 

幼虫はいくぶん扁平で乳白色。頭部一頭蓋は淡橙色で 
ハート形。前額縫合線は白色に走り，他に前額部の正中 
線左右に平行の白く抜けた带が走り，その白带の中程よ 


りさらに左ん•外上方に向って，やや不明瞭な n 带が走 
る。铂剛毛は太く，多く，前額部にも疎に剛毛が分布 
し，正中線は下部％が明瞭。前額前鉍は黑褐色で，中央 
に2本の剌毛と，左右に2本ずつの丨1上剛毛がある。触 
内は椹節内に収縮する。額片は苹透明で，从:部％は祝色 
で，上辺は左右が凹んで，中央部は突出する。上唇は祝 
色でハート形。大腿は，咬合部の上半分は师刃状に隆起 
し，その両而は敵細な縦条状。咬合部下半分は前方に突 
出し，内側には三条の縱条が走る。大腮外 Ifti は沿らかで 
光沢あり，中央部は横じわを伴ったサメ肌状。基部近く 
に7本の！ liij 毛縱列するが，その中の何本かを欠拟してい 
る個体が多い。 l|i 眼は3阴。縦長の透明隆起の内に3個 
の, 1 .U 色色石•が並ぶ。なお，その外側にも2個の黒色色ぶ 
の沈矜がある。これは，あるいは退化した？玲眼かも知れ 
ない。下あご節，あご節は白色。あご節は基部左右に2 
本づつ微毛あり，その下郃左右には褐色紋あり。あご節 
は丸く，上部はくびれ，下唇ひげに続き，下唇ひげは， 

I、ずれも褐色で第2節は球状。ちょうこう節の基部に裉 
色紋あり，刺毛横列する。小あご担ひげ節には，太い刺 
毛が横列し，この部より葉節にかけ褐色紋あり，葉節は 
円柱状で先まで余り太さは変らない。小腿ひげは各節基 
部.％が褐色。 

胸部一前胸背は，前緣に沿い，いくぶん淡褐色で，刺 
毛が前鉍に沿い横列す る。 前胸 行 板の前方は横ジワ状 
で，中央より後方は不規則なシワ状で，疎に，微刺毛が 
分布する。前胸側線の外側はシワなく，淡褐色で刺毛有 
り。正中線は中央より後方にかけ明瞭。前胸股面におい 
て，前腹板，真腹板，上側板は判然とし，いずれも刺毛 
を備え， It 胆板にはきわめて微細な黄色の練毛が密生す 
る。 脚は4節よりなり，刺毛は，基節の周囲，および転 
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節の内側に 2 〜 4 本，腿節の先端近くの周两に1 ( )本前 
後，腔 fj •節の先端近くの外側に2本，小爪の内侧に1本 
と分布する。小爪は針状に徐々に細まり,ほとんど真直 
で，先端丰分は濃祸色。 

腹部一中,後胸節より各腹節の側面には,濃褐色の刺 
毛が多く分布し，1~7胆部の歩行隆起上には，各二本 
の深 L 、横条が走り，左右の縱条に合わさり，条痕に沿 
い，いくらかの不規則な果粒状突起が認められる。第9 
脱節の先端は九くのび，剌毛多く，先端に小さい濃褐色 
の尾刺が1本認められ,この尾剌は,横から見て，体軸 
に准平に伸びる。側板は発逹し，刺毛多く，側板隆起上 
には4〜《本の剌毛あり。腹 ifti の歩行隆起上には，中， 

後胸節より7股節にかけて，横条が一本走り，その周 W 
を，#而のものより明瞭な果粒状突起が囲む。中胸父 n 
は縦長で大きく，第1腹節父門との縱侄比は約2 :1。 

第1脸•節铽 H と2〜8股節 W 門の縦後比は約5 : 3。父 
門はし、ずれも淡黄色。第9腹節腹面およひII：門部には刺 
毛多く， E 門3裂。 

本秘の幼虫は， Lepturinae の中で，兄刺を有し，前胸 
#板のしわの状態，特異な額片，背胆肉面の歩行降起上 
の条痕と，果粒状突起の工合などで，他の M と区別でき 
る。 

検体一作冈および記叔に用いた個体は，1977年7月24 
日•衷诏土，常士林道より採粢し，飼 ff 中のもので，体 
M 2 . 5 mm ,前胸幅 6. 6 mm のもの。他に多くの個体を 
比検した。 

(蚰の形態） 

蚰は側面より見て前かがみで，体節は腹面に向って埤 
曲する。背面より頭部は見えない。 

頭部一頭頂は正中部左右横シワ状で，眼の上方は左右 
2山状に隆起し，隆起部上緣に沿い，5〜6本の微毛が 
横列する。額部は凹み，横シワ状で，3〜4の微毛が縱 
列し，触角は低く位既し，眼の中央内側に付若し，基部 
に2〜3本の微毛あり。顔面中央部は強く凹み， m シワ 
が走り，頭楯部で隆起し，また一段落し，上唇は中央凹 
む。大腮側面には，3〜4本の微毛あり，小あごひげに 
は毛はない。触角は，中肢腔節より内転し， S では中眩 
肫節端上，罕では中肢脛節端より K 位の点で止る。 

胸部一前胸部は，長さより幅広く，横しわが走り，そ 
の前，後緣に近く横に隆起し，その上にトゲ状突起を伴 
った茶褐色の剛毛列が左右に連なり，また，中央部に 
も，やや疎に剛毛が横列し，その中央部と，後部の剛毛 
列の中程にも剛毛が疎生する0前胸背両側はフチ取られ 
て，後半部は横に突出し，トゲ状突起を ft •った7〜8本 
の刚毛が分布する。 

中胸小楣板は，上方正中部に小さい疣状突起が1つあ 


り，中程左右に5〜6本の微毛がある。後胸小梢板は横 
シワ状で，正中 i 馬広く， i 梅の下方近くは， 不明瞭に€状 
に隆起し，また，小梢板の下方より K の左右は降起し， 
剛毛が密生する。各肢の腿節端上方には，5〜10本の剛 
毛が並び，後肢のものが一番毛の数が多い。各かぎ爪上 
には一本の剛毛あり。さやばね端は斜め截断状。 

1 U 部一行面第1〜2 HU 節の左右には7〜8本の剛毛が 
横列し，第3 ffii 節より痕跡的となり，第7腹節にやや多 
くなり，第8，9股節端には密生し， S の M 端節 （9 A ) 
中央には，微小な一対の茶褐色の痕跡的な尼刺（良さ一 
一例で 0.13 mm ) が，お互に寄りそって生えている。？ 
では不明瞭。肋膜部は隆起浅く，腹面各腹節と共•に2〜 

3本の微毛が疎生する。罕の性徴を表わす第9 I 似節の一 
対の球状突起は明瞭で2山状。本補の!は体の舛曲状 
態， 各部の剛毛列の分布，低い触 fO の付矜工合，微細な 
一対の咕刺などで他の補と区別できる。 

検体一山梨県與常士， ^1. •林迫よ051年9月26日，幼 
虫採集し， 6-1 if, S = 終令時21 mm , 52年6月13日蚰 
化，同23日固定。体長 12. 9 mm , 前胸幅 3. 3 mm , 最大 
体幅 （4 A ) 4.5 mm 。 ？=終令 27 mm , 1977年6月6 
日袖化発見。体長 16.5 mm ,前胸幅 5. 5 mm ,で同年6 
月20日羽化。 

(生態) 

本植の幼虫，および蛹は，岱士林道の標“約1,5 0 ()m 
付近一帯のコメツガ立枯木の辺材中より多く観察され 
た。多くの場合，幼虫は，コメツガ立枯木の地表より1 
m 前後上方の，辺材の木目に沿って资入しており，蛹室 
は，木目の! UI に作られ， Rhagiiun や 尸 / V / ow / fl の所見と 
同じく，粗な木の繊維を円形に囲ったものの中で蝻化 
し，一例では，体長14 mm の$蛹で，蛹室内径15 mm の 
正円形。蛹化の時期は，屋内観察では，6〜11月にわた 
り，野外では，1976年8月29日，羽化したての成虫を一 
匹割り出し，また，1977年7月24日材中より2ささ1? 
採集し，その中の 1 S は，同年7月26日羽化した。これ 
らの資料より考察すると，本 M は， S より秋にかけ ! M 
化，羽化して，材中で成虫越冬するものと考えられる。 
成虫は，羽化したては淡色で，ほとんど白色だが，鞘翅 
は1日で菥色してくる。しかし股部まで完全に苔色する 
には，罕の一例では12日かかった。 

2. ヌバタマハナカミキリ 

Judolidia bancji (Pic) 

(幼 iU の形態） 

通常の Leptura type で，全体淡其色。頭部ーハー 

卜形で，頭證は淡褐色。前額前緑は黑くふちどられ，中 
央に2本，左右に2本ずつの U 上剛毛あり，鉗額正中線 
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キリ Sachalinobia koltzei Heyden 


a . 背面 b . 第 1 腹節腹面 c . 脚 d •尾刺 e . 上容と額片 f . N 器 8. 斑 
大腮咬合面の隆条模式図 j • 大腿内面 k . 大腿外面 丨〜 P :蛹 1. 腹面 
〇 〇側面（尖） P . 腹面（罕） 蛹室中の蛹 （罕） r . 蛹室中の成虫 （罕） 




ELYTRA , Vol . 6, No . 2 ( Nov . 1978) 


前者には， オオマルクビヒラタカミキリ Asemium 
striatum ( LlNNE ) の幼虫が多く，後者には，フタ スジ 
ハナ カ ミキリ Nakanea vicaria (BATES) が多く寄生し 
ていて，本種の幼虫は，これらに混在していた。本種の 
蝻化は，屋内では，早いものは3月23日に親察し，ま 
た，野外では6月11日蝻化中のものを採集し，6月18日 
羽化した。本補は羽化間近くなると， ァォバホソハナカ 
ミキリ Stran galomorpha tenuis SOLSKY などと同じ 
く，前胸部が橙色となり，羽化が始まる頃には，次第に 
黒くなって行く。作図に使用したさは，3月23日に蛹化 
して4月18日に羽化したので，この1例に関しては蛹期 
間は26日であった。 

3. ヨツボシシロオビゴマフカミキリ 
Mesosa mediofasciata Breuning 

(幼虫の形態） 

ゴマフカミキリ Mesosa tnyops の幼虫に酷似する。 

頭部ータテ長の長円形，頭部背面において前額部は淡 
黄褐色で，前縁は濃い。前縁に沿い中程に2本の剌毛 
と，左右に U 上剛毛2本ずつあり。前額前緑後方には， 
左右に縦状の凹みが4つ並び，各々刺毛を伴い，内より 
3つ目の凹みの後方にも1本の刺毛あり。正中線は下％ 
明瞭。前額縫合線は波状で，頭益の側面は，上部％はや 
や淡祸色で蛸剛毛が5〜 (5 本分布する。頭為側面は，ほ 
ぽ平行に下行し，下％の部はくびれる。単眼は1個でわ 
ずかに縦長。頭部_面の頭蓋の上半分は茶褐色で，ノド 
の部は白線状。下口節は下よ0約 M の部が横に隆起し， 
その左右端はコブ状で濃色。ノドの左右に一対の剌毛あ 
り，また，下 n 節の外側に沿い2本の刺毛あり。頭蓋前 
緑の円錐突起はとがり，濃色。何頭孔はいくぶんタテ長 
の円形。下しんひげ第1節と2節の長さは，約3 : 2。 
共に先端を％残して茶褐色。下しん生ひげ節は，外側に 
茶褐色紋あり，内側に多くの激毛あり。あごは丸く，基 
部に■一対と，中程左右に2〜3の傲毛描列す る。小 あご 
節片の部には，一本の剌毛あり。ちょうこう節の下半分 
は褐色で，刺毛が横列す る。 小あご担ひげ節は基部％が 
淡褐色で滑らか。上方に剌毛がとり卷く。小あごひげは 
三節ともほぼ同長で，各基部％は茶褐色。進節は基部よ 
り％が淡褐色で滑らか。大腮内面の咬合部はえぐれて， 
先端より二条の隆起が斜めに走り，その隆条の技部は三 
角状につき出る。大腮外面は平滑で，中程に横シワが走 
り，基部近くの側面に2本の剌毛あり。 

胸部一前胸背前緣は白く抜け，その後方は淡褐色で次 
第にぼける。前鉍の左右に剛毛が横列し，また，前胸側 
線に沿い剛毛が生える。前興状区は中程が外方につき出 
る。前胸背板は，中程に間をおいて三本の刺毛が横列 


し，やや横シワ状で，後鉍は縦ジワ状。後胸背上には， 
不規則な，ほぼ二列状の果粒が輪状に並び，その間に不 
規則に果粒をはさむ。前腹板は前縁に剌毛多く，前綵左 
右に小さく淡褐色紋あり。真腹板左右にも剌毛多い。気 
門は淡黄色長円形で，中胸気門と，第一腹節気門の長径 
比は約8 : 5。 

腹部一第1〜7报節の歩行隆起上に果粒が分布し，こ 
の果粒は，底辺の横列した果粒の上が条溝状となり，そ 
の上にほぼ列状の不規則な果粒が横列し，これらの果粒 
は，左右の果粒を伴った縦の条溝でさえぎられる。各腹 
節の側板盤状部は1〜8腹節に認められ，後方に行くに 
従い大きく，各々一本の長い剌毛を伴う。第9腹節の先 
端には，体軸にほぼ垂平な，1本の微細な尾刺があり， 
その先％が茶褐色 。腹部腹面の歩行隆起上の果粒は二列 
の輪状。脚は認めない。肛門三裂。本補の幼虫は，ゴマ 
フカミキリの幼虫とほとんど区別できないが，比検個体 
(2 exs ) においては，頭部下面の円錐突起はゴマフカミ 
キリの方が大きく，下 U 節上の隆起は，一番外側の縦の 
茶褐色の隆起は，ゴマフカミキリの方がより商く大きく 
濃色で，ゴマフカミキリでは図示の如く，外方のコブ状 
突起と内方のョコ状の隆起の二部分が隆起し著明なのに 
反し，本補では，一様に山稜状を呈し，かつ，ノドの部 
までこの隆起が続いている傾向がある。 

また，大腮咬合面の条痕は，本植は二条走るが， ゴマ 
フカミ キリ では，一本ないしは下方の条隆が基部の 一部 
丈にとどまる。その他に終令の大きさは概して本植の方 
が小さく，また， Host においても， ゴマ フカミ キリの 
針葉樹例があるが，本厲において，主にモミに多い補 
は，むしろカ タシロゴ マフカミ キリ Mesosa Itirsuta ts ： 
どの 点により，かろうじて区別できると思われるが，な 
にぶん比検材料が少ないことや， 下 II 節の隆起にして 
も，この類では，かなりの変化があることを考えておく 
必要があると思われる。 

(検体）1973年3月18日离尾山モミ伐採木より採集し 
た幼虫2匹で，図示したものは，体長 10. 9 mm , 前胸幅 
3.1 mm のもので，もう1匹の体長22 mm の個体は，蝴 
化，羽化させた。 

(蝻の形態）頭頂は二山状にもり上り，正中溝は顔面 
中程まで违し，その下部は横ジワ状。触角基部上方にコ 
ブ状の隆起あり，それより内側後方に2本ずつの剛毛が 
ある。顔面は中央下半分以外は平滑でほとんどシワがな 
く，両眼の内側にかけ4〜5本，下方にかけ2〜3本の 
剛毛が分布する。眼の上にも上外方に一本ずつの剛毛が 
ある。顔面正中線中程にかけ左右に小さい剛毛が一対あ 
る。大腮中程に2本ずつの毛あり，上唇の基部は凹み， 
中央が縦に隆起し，その上方左右に2本づつの毛が生 
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数種のカミキリムシ幼虫と插の形態と生態 



3. ヨツボシシロオビゴマフカミキリ Mesosa mediofasciata Breuning 

a 〜 i :幼虫 a. 背面 b. 尾刺 c.~U 器 d . 頭部背面 e . 頭部股面 f . 大腮内面 R. 大腮外面 
h . 腹面 i . 側面 j 〜 P :蛹 （ S ) j . 腹面 k ■背面 I . 側面 m . 各腿節の剛毛分布 n . 各胸部の棘 
状突起の分布〇.顔面剛毛の分布 P . 上唇剛毛の分布 
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え，上好はもり上り，元の方には剛毛列があり，先端部 
左右に一対の毛と，その間に微細な短毛が10本前後密生 
する。小あごひげは，中程外側に1本ずつの傲細な黄色 
毛と，さらに元近く外側に，ごく微細な褐色の短毛が一 
本ずつある。前胸背は幅の方がわずかに長く （8 : 7), 
正中溝明らか。上方半分は正中溝の左右に描ジワが走 
り，後方には不明瞭な縱状のシワが走り，後部左右に軽 
い凹みがある。前胸前鉍は多少上反し，左右に毛を伴っ 
たトゲ状突起がまばらに7〜10本分布し，中程にも同様 
に並び，後緣はふち取られ，その上方にトゲ状突起が各 
々5〜7本ある。中胸小檐板は正中溝明らかで，その両 
側下方より中程にかけ， V 字形に6〜7の小さいトゲ状 
突起が並び，左右上方にも2〜3の微毛がある。後胸小 
楯板溝は明らかで，その両側下方より V 字形に疎に7〜 
10位のトゲ状突起あり，上方に行くに従い小さくなる。 

後肢脛節は，腹節とほぼ平行で，第3腹節後縁にほぽ 
位蹬し，爪先は第 fi 腹節上に位する。各肢爪に剛毛は 
ない。各腿節端近くの剛毛分布は疎で，傲細なものが4 
〜⑴位：（各先端より％位の所に， fl 节肢で5〜6，中，後 
肢で3〜4本と，その他に関節上に1〜2本）ある。触 
角は S で中腿節後方より内転し，さやばねの先端 1 ：；位の 
所をよこ切り，各跗節に沿い上行し，先端は外転して， 
前肢腿節の基部で止る。さやばねの先端は，やや尖り気 
味に丸まり，第4腹節端に位する。各腹節行面には，卜 
ゲ状突起がほぼ2列状に分布し，下の節に行くに従い太 
くなる。第5腹節後列中央の左右2本ずつと，第6股節 
後列の中央左右の4本ずつのトゲ状突起は上方に向って 
生える。第7腹節以下のトゲ状突起は不規則で大きい。 

肋膜上のトゲ状突起は，下に行くに従い太くなり，第2 
〜4胆節のものでは小さく 2〜3本，第5〜6胆節では 
4本前後，第7股節では2〜3本ある。第9股節端には 
太いトゲ状突起がとり巻く。腹部腹商では，第4〜6报 
節には左右に2本ずつの微毛が並ぶ。 

本種の M は， ゴマフカ ミキリの蝻と酷似し， 一 検体丈 
では今の処両補の蛹を区別できる特徴は見出せない。頭 
楯部のもり上り工合は ゴマフカ ミキリの方が大で，上唇 
先端の刺毛列は， ゴマフカ ミキリの方が長毛で，本神:の 
ものは微毛で左右に一本づつの長毛がある。また，検体 
の第5股節上の上方を昀いているトゲ状突起は2本ずつ 
であり， ゴマフカ ミキリでは，多くは第5〜6 HU 節のも 
のとも4〜5本ある点が異るが，一個体では変化の幅が 
不明。 

(検体）1973年3月18日幼虫採集，終令時の体長は22 
mm , 6月20日蝻化した生体を用いた。体長 12. 5 mm , 

前胸幅 2. 8 mm ，前胸長 2. 4 mm 〇 
(生態） 


Host はモミ。伐採後2年位経た径 30 cm 位の樹皮のし 
っかりしたモミの辺材部に2匹共食入していた。1973年 
3月18日! T 5 尾山で採集された幼虫の中，大きい体長22 
mm の幼虫は，同年6月20日に M 化し，7月5日に羽化 
($) した。羽化前2日になると， lljfi 皮を通して，前胸# 
の斑紋が現れてくる。この4つの黑紋は，羽化的日にな 
ると’周囲がオレンジ色になってくる。終令幼虫=22 
mm , 前_ =15111111 , ill = 12. 5 mm , 羽化したての成] 

= 11.5 mm , 腹部白色で伸びているが，24時問以内に縮 
み，腹部も矜色してきて，体長は 10. 9 mm と縮まった。 

4. キリシマゴマフカミキリ 

Mesosa criorato kirishimana 

Matsushita 

(幼虫の形態） 

全般的にゴマフカ ミ キリ M myops や ，ヨツ ボシシ 
口オビゴマフカ ミ キリ M. mcdiofasciata によく似る 
が，やや細形。 

頭部一縦長の長円形で，頭益側面は，颊の部の下で軽 
くしぼられ，中程でふくれ，下 X の部は強くしぼられ， 
幅が狹くなる。前額部は£中線は前鉍近くは不明瞭。前 
額前緑正中部左右に1本ずつと，左右に2本ずつの n 上 
剛毛あり，前緣近くの後方には，左右に縦状の溝が2本 
ずつ走り，各々一本ずつの剛毛が生え，その外側にも2 
本ずつの剛毛が横に並び，これらの4本の毛の下部に 
も，1本ずつの剌毛がある。前額縫合線は明らかで，そ 
の上方内側に2本ずつの刺毛が並ぶ。 M 剛毛は4〜5 
本。上唇，額片は，いずれも淡黄色で，上唇基部の側面 
は褐色。頭部腹面では，增眼は1個で，やや長円形。下 
しんひげは円商形で，2節共褐色。下しん生ひげ節は各 
々基部褐色。あご節基部左右に歃毛1本ずつあり。小あ 
ご節片より，下あご節にかけ，微毛が疎に横列する。小 
あご担ひげ節，ちょうこう節の基部は褐色，小あごひげ 
は1，2節はやや球形。葉節基部は褐色で小さく，先端 
丸い柱状。ノドは白線状。下〖 I 節の中程には，小さく粟 
粒状の突起が左右4個ずつ横列し，ノドに接しているも 
のは微小で痕跡的で，外侧のものが一番大きく，やや縦 
長。これらの突起の前に，ノドをはさんで一対の剌毛あ 
り。また，下 U 節縫合線上部の外側に，2本ずつの太く 
長い刺毛がある。下 II 節前緣左右は隆起し榀色で，正中 
部は' NU 。 大腿は長く扁、 F 。 外側は先半分平滑で，中程 
に一段落あり，それより先方側面には，横に長いくぼみ 
がある。段落より基部に向い，縦じわが走り，2本の刺 
毛あり0大腿内側先端は，斜めにえぐれ，一降条あり。 
また，先端の背面角と腹面角より基部に向う線も，それ 
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キリシマゴマフカミキリ Mesosa cribrota kirishimana Matsushita 


a 〜 ff :幼虫 a . 背而 b . 頭部背面 C . 頭部)} u 面 d . M 刺 e . 大胆! 内而先端の降条 f . 大 腮内而 
大腿外面 h 〜 j :蛹 h . 股而 i . 個 }. 上矜上の刺毛列 k . 蛹室中の蛹丨.蛹室中の成虫 

Mesosa 3 種の幼虫：下口節の突起の 比較〕 A~C ゴマフカミキリ D 〜 E. ヨツボシシロオビゴマフ 
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ぞれ降条状で， ff 面 ft よりの降条の下に，それと平行し 
て小さく細い隆条が走る。 

胸部一前胸背部は横長で，前緣に沿い淡褐色。侧而に 
は刺毛多く，前胸行板上には殆ど毛なく乎 Ht で， 後方縦 
しわ状。前胸側線は明らか。前胸腹面では,前方左右は 
淡褐色で，前緑に沿い剛毛密生し， liuiufe '. i ' i : 胆板の垃 
は不明瞭で横しわ状。小腹板との境は一線状に横しわが 
走る。中胸節背面には，一線状に痕跡的な果粒列が一本 
横に走り，後胸背のものは，2列環状の果粒列で，横長 
の1つの果粒を中央にはさむ。中，後胸節の脱面の步行 
隆起上には二列状の采粒列が走り，中胸のものは痕跡 
的。各背面の腹節では第1〜第7股節にかけては，一本 
の横みぞが走り，このみぞは左右で上行し，このみぞの 
下部に一列の果粒が故び，上方には，正中部を除き，采 
粒群が不规則にかたまり，また，左右外側にも短いみぞ 
が縦に走り，その外側にも一列の果粒が故ぶ。各) IU 節側 
部には長毛を混えた刺毛があり,殊に第9腹節の側部と 
後部のものは太く茲い。第9收節端には上向きの小さく 
茶揭色の咕刺が1本ある。第1〜8 HU 節の側板降起上に 
は，1本の提毛と1〜3本の細い毛がある。各股面の 8 U 
節では，第1〜第7節歩行降起 h の汜泣列は二列の瑞状 
で，消3〜第 GB ' y •節のものは，この災粒列は，正中部が 
細くっぽまり，左右にやや長円形に広がる。第9股節端 
には刺毛が並び，肛門の周囲にも短かい刺毛が と 1 )巻 
く。 IjJ ： 門3裂。父門は，やや縦長の長円形で，長 nut 
は，中胸父門：第1腹節気門:第2腹節気門=11: 8 : 
7。本補と，他の類似の iW <， soSrt や Plcrolophia など 
とは下 H 節上の突起，大腿の形などにより区別できると 
考えられるが， V 、ずれ Mcsosci の比較検 j ' t をしたいと思 
っている。 

(検体）使用した幼虫は，1974年，足立一夫氏が対馬 
より持ち帰ったクロマツ枯枝より分離したもの5個体 
で，作閃したものは，体長 11.9 mm , 前狗幅 2. 5 mm , 

前胸長1 . 3 mm であった。 

(蛹の形態） 

蛹の背而において，頭頂左右に2本ずっの刺毛あり， 

前胸背は前縁近くに沿い，かすかにしぼられ，正中部は 
縦にかすかに凹む。側面椹部はやや外方に突出する。前 
緣に沿い刺毛を伴った小さいトゲ状突起が左右に横列 
し，また，问様な突起は中央部にまばらにあり，前胸後 
举左右に 5 — 8 本位生える。中胸小楯板は正中部やや凹 
み，後节部は渦卷状の条痕あり，その左右にいくらかの 
棘状突起あり。後胸小 m 板は正中溝明らかで，後方左右 
に1〜3本位の比較的大きい棘状突起あり。その斜め上 
外方にも数本の小さい突起が並ぶ。各腹節上には,刺毛 
を伴った，やや曲った茶榀色の棘状突起が並び，第1〜 


第 (5 節では，やや不規則な2列状で，第7節では全面に 
分布し，後方のものは，時に上方あるいは側方に曲る。 

第8節の突起は，後縁近くに，ほぽ一列状に横に並び， 

第9節端には，正中部を除き左右にある。 

蚰の腹面において，頭部顔面は，三角形に近く，触角 
付石部はもっとも幅広く，顔面扁平で，頭頂左右に2本 
ずつの刺毛あり。顔面の触角忖芯部の内側に，左右に3 
刺毛が斜めに並ぶ。顔而平滑で頬に1~3本の小さい刺 
毛あり，また，頭柄堪部の上に一対の微毛あり。頭楣部 
は左右凹み，2本ずつの刺毛あり，上唇の中程から先端 
にかけふくれ，中程左右に刺毛列あり，また，先端にも 
数本の微毛列が並ぶ。上唇上の剌毛は，観察した範囲で 
はさの方が多く生えている。大腿！，小あごひげの上には 
1〜2本の微毛あり，また，矜腿節端にも1〜2本の細 
い毛がある。各かぎ爪上には毛はないが， 時に敝毛が1 
本位生えて L 、る P 体もある。上翅先端はやや尖り，内側 
はややめくれる。触角は体側に沿い下行し，翅の先端近 
くの，後肢腔節の位趵で曲 1 )上行し，各付節に沿い上行 
し，さでは，前肢腔節端よ0外側に曲り，前肢腿節端よ 
り％位の所で止り，罕では前肢腔節端近くで止る。各腹 
節は殆ど毛なく，第9節端の周囲は刺毛を伴った棘状突 
起で囲まれる。 

(検体） 

幼虫同様に，対馬のクロマツより分離した幼虫を飼育 
し，1975年の5月より6月にかけ蝻化した3個体を使用 
した。作冈に用いたものは，体長 7.5 mm , 前胸幅 1.8 
mm の孕で，他のものは， S = 体長 9. 6 mm , 前胸幅 2. 4 
mm , 罕==体長 9. 5 mm , 前胸幅 2. 5 mm 。 

(生態） 

本稀の幼虫は，クロマツの比較的新しい枯枝に食入す 
る。検した枝の径は 1.5 〜 2. 5 cm 位のものが多かった。 
樹皮下性で，蝻室は，樹皮下の辺材部を長円形〜曲玉状 
にくぽみをつけて，周囲を木の繊維と Frass で囲み蛹化 
する。妯室の大きさは，4例で長(112〜14 mm , 短径5 
mm の長円形或は曲玉状であった。蚰化は M 内では，〒 • 
いものは4月末頃より始まり，遅いもので6月初旬。蝻 
期間は凡そ3遇間前後で，羽化後3〜4日から10日程觔 
室に留まり，ほぽ円形の m 4 mm 前後の脱出孔を樹皮に 
開孔して脱出する。飼 ff での设終脱出記録は1975年6月 
29日であった。その他の生活史は今のところ観察してい 
ない。 

5. エゾトゲムネカミキリ 

Oplosia tennica suvorovi Pic 

(幼虫の形態） 

頭部一背面において，上唇は横長で長円形淡黄色。額 
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c . 頭部腹面 d . 肋額前絲の刻み口 e . 大腮内面 f . 大腮外而 
( S ) i - 尾剌 j • 後腿節の突起 k . 蛹室中の蛹 1. 蛹室中の成 







